
1才児にはこれがおすすめ！絵本10選
ごはんが食べられるようになったり、歩くことができるようになったり、表情が豊かになったりできることがたくさん増える1才児。
色々なことに興味を持ち、好奇心が止まりません。
まだ言葉はちゃんと話すことができませんが、行動や表情で本人の想いは伝わってきます。
しかし、ママやパパが目を離せない時期でもありますよね。
そんな時こそ絵本を活用してみてはいかがでしょうか。
絵本で新しい発見ができたり、真似っこや一緒に遊ぶことができたり、色々な体験をさせてあげてみましょう。
ただ
、絵本の種類はたくさんあり、どんな絵本に興味を持つのか悩みますよね。
ここでは1才児に絵本が必要な理由や、おすすめの絵本を10選、ご紹介します。
絵本の読み聞かせで得られる効果は
絵本や昔話などを子どもたちに見せながら読んで聞かせる「読み聞かせ」。
読み聞かせには、聞き手となる子どもたちと読み手であるママやパパの間でコミュニケーションを取れるという大きな利点があります。
1才児を過ぎたころから絵本のストーリーの流れを理解するようになる子どももいます。

小さなうちから読み聞かせすることによって、子どもが読書に興味を持つきっかけづくりになるとも言われており、様々な効果が期待できます。
一般的に、子どもたちに読み聞かせをすることには、このような効果があると言われています。
・言葉の習得を助ける
・心を成長させる
・集中力を育てる
・読み手と子どものコミュニケーションが活発になる
言葉の習得を助ける
子どもたちは、ママやパパなど保育者に読み聞かせをしてもらうことで、耳から言葉を覚えるようになると言われています。
そして、保育者の声を聞きながら耳を使って、色々な言葉を吸収し、わかりやすい言葉やリズムをまねるようになるそうです。
また、言葉を学ぶことで、「次にどんなシーンが来るかな？」などの考える力が、養われるようになることも期待されています。
心を成長させる
読み聞かせによって、言葉を覚えることが、子どもの心の成長にもつながると言われています。
絵本の読み聞かせによって、想像力や共感力をはぐくむことができるでしょう。
子どもは、読み聞かせを聞いているときに登場人物になり切って、絵本の中の想像の世界を自由に楽しんでいるようです。


そのなかで、子どもは登場人物のさまざまな気持ちに触れることができるようになり、相手の気持ちや思いについて知ることができます。
また、読み聞かせを通じて、登場人物の気持ちを疑似体験するため、喜怒哀楽を感じられるようになり、登場人物の気持ちに共感するようになるでしょう。

そして、絵を見て感想を言ったり友達や先生と話をしたりすることで、自分の気持ちを相手と共有するようになるため、共感力を豊かにすることにつながると言えます。
集中力を育てる
読み聞かせを通して、子どもたちに集中力が身につくといった効果があると言われています。
集団生活のなかで、じっとしていられないという子どももいるかもしれません。
しかし、絵本の読み聞かせを続けることで、次第に子どもが最後まで聞くことができる力を身に着けることができます。
絵本の読み聞かせによって、集中力を身に着けることが出来れば、他の活動の時にも最後まで話を聞くことにも繋がるでしょう。
読み手と子ども間のコミュニケーションの活発化
読み聞かせによって、読み手であるママやパパと、聞き手である子どもとの間のコミュニケーションが活発になる効果があると言われています。
読み聞かせの声は、子どもに安心感を与え、子どもと信頼関係を築きやすくなります。
また、読みきかせの中で、お互いの表情を読み取り、気持ちの共有を行っているとも言えます。
つまり、読み聞かせは親子のふれあいの場
であるとも言い換えることができるでしょう。
他にも文部科学省の資料では、小学校入学前までに読み聞かせしてもらった経験が、その後の読書への興味や関心の強さにつながるという調査結果が出ていると説明しています。
1才児に絵本が必要な理由は
1才児にとって、絵本の読み聞かせは、言葉を覚えるのにとても重要です。

そして、言葉を覚えるだけでなく、想像力・表現力・想像力をはぐくみ、さらに慣性や学ぶ力の基礎を養う重要な役割となるため、絵本の読み聞かせを通して、ママやパパと子供との触れ合いの時間を作ることは、子供の情緒の安定や信頼関係を築く上でとても重要です。

おすすめの絵本10選
1.くつくつあるけ
2.どんどこっももんちゃん
3.きんぎょがにげた
4.ぺんぎんたいそう
5.しろくまちゃんのほっとけーき
6.あけて・あけてえほん　れいぞうこ
7.ノンタン　はみがきはーみー
8.もうねんね
9.ママだいすき
10.くまさんくまさん何見てるの
1.くつくつあるけ
「くつくつ　あるいた　ぱた　ぱた　ぱた　さんぽに　おでかけ」と、あかちゃんが履く、柔らかそうな小さな靴がお出かけします。
「とん　とん　とん」とつまさきで歩いたり、「ぴょん　ぴょん」とジャンプしたり、優しい色彩で表情豊かに描かれた靴が歩き出しますよ。
ジャンプしすぎても、転んでも「ひとりで　おきるよ」と頑張ります。
ひとり歩きができるようになってくる1才児
。
お子さんが歩いているときの喜びやどきどきが表現されている1冊
です。
靴を履いて、自分の足でよちよちと歩き出す1才児にぴったりの絵本です。
2.どんどこっももんちゃん
大きな頭におむつ1枚、ピンクのほっぺにつぶらな瞳。思わず「うちの子みたい！」と言いたくなる愛らしいお顔の赤ちゃんがももんちゃん、この子が絵本の主人公です。
どんどこどんどこ、どんどこどんどこ。
ももんちゃんは急いでどこかに向かっています。
どんどこどんどこ、どんどこどんどこ。
ひとりで橋を渡り、坂道をのぼり、やっとたどり着いた山の上では大きなくまさんがとおせんぼ。
すると、「どーーん！」とももんちゃんはくまさんを投げ飛ばしてしまいます。
そして、ひたすらどんどこ進みます。
「どちっ」あら、たいへん！ころんで頭をぶつけちゃった。
でも、ぐっとがまん。
ももんちゃんが急いだ先で待っていたのは...？
最後はママやパパも「そうだったのね」と誰もがにっこり安心するこの作品。
簡潔で大胆な展開と、声に出して気持ちのいいリズミカルな言葉に乗って、あっという間に最後のシーンまでひきこまれてしまう、ママにも赤ちゃんにも大人気の「ももんちゃん　あそぼう」シリーズの代表作品です。
ももんちゃんの人気の秘密は、繰り返し読めば読むほど楽しく、ももんちゃんが可愛くなってしまいます。
ももんちゃんの魅力は、豊かな表情、ユーモラスなお話、個性的なキャラクター、言葉の響き...でも一番の魅力はやっぱりももんちゃんの明るさとたくましさです。
読んでいるママやパパがスカッとするほど力強いのです。
いつだって不安と隣り合わせのママもいつの間にか明るくしてくれますよ。
3.きんぎょがにげた
金魚鉢にきんぎょがいっぴき。
…あ、きんぎょがにげた！
いったいどこに逃げたのでしょうか。どうやら、お部屋のカーテンの模様に隠れているみたい！？見つけたと思ったらまた逃げ出したよ。
今度は、植木鉢？キャンディーの瓶？盛り付けたイチゴの上？
きんぎょは見つけたそばから、部屋から部屋へ、自由に逃げていきます。
それはそれは上手に隠れるのです。
ちゃんと見つけられるかな？
そして最後には...？
小さな子供たちから絶大な人気を誇るこの絵本。
大好きな探し遊びであるのはもちろんのこと、カラフルなお部屋と愛らしい形をしたきんぎょ、そしてわかりやすい場面転換にすっかり夢中になってしまいます。
お子さんが、嬉しそうに指をさす様子が目に浮かびますね。
0才のころから何度も繰り返し読み続けている子が多いというこの作品。
「きんぎょがにげた」は発売から40年以上も経つ、五味太郎さんの代表作の一つ。
大人になっても、ページを開くたびに溜息が出るような決して飽きることのない美しい絵本です。
4.ぺんぎんたいそう
「ぺんぎんたいそう　はじめるよ。いきをすって～、はいて～。くびをのばして～、ちぢめて～。おなかとあたまを　ぴったんこ。」
水族館や動物園でおなじみのペンギン。
そのユニークで愛らしい体操を見ながら、思わずいっしょに身体が動いてしまう絵本です。
愛らしいペンギンのたいそうにお子さんもついついからだを動かしてしまうことでしょう。
絵本を読んだあとは、ぜひお子さんといっしょに体操を楽しんでみてください。
5.しろくまちゃんのほっとけーき
まあるくて、大きくて、ふわっふわのほっとけーき。
焼きたてほかほかのほっとけーき。
おともだちと一緒に食べるほっとけーき。
子どもたちはほっとけーきが大好きです。
もちろん「おいしいから。」
でも、こんなにみんながだいすきなのは、それだけじゃないのでしょうね。
誕生から40年以上も経つロングセラー絵本「しろくまちゃんのほっとけーき」の人気には、大きな理由がたくさんつまっています。
お手伝いをしながらほっとけーきを作る喜び。
ほっとけーきが完成していく様子をみる喜び。
そして、「おいしい」をおともだちと共有する喜び。
鮮やかな「オレンジ」を基調とした色で描かれた数々の名場面は、子どもたちの心に強烈に印象に残っていき、大人になってもそのワクワクの気持ちが色あせることはありません。
6.あけて・あけてえほん　れいぞうこ
ボードブックの絵本の表紙がそのまま冷蔵庫の扉になっています。
扉を開いて...「ぎゅうにゅうさーん」「はーい」と取り出され、とっとっと、と注がれます。
「りんごジャムさーん」「はーい」
「いちごさーん」「はーい」
「たまごさーん」「はーい」
と、みんなが出ていくと...そう、朝ごはんの準備ができました。
満面の笑顔で、いただきます。
角が丸まった厚紙で出来ている、ボードブック絵本です。
赤ちゃんと一緒のお出かけにもぴったり。
「あけて・あけてえほん」シリーズとして、れいぞうこの他に、おしいれ、おふろ、ひきだし、といれなどが出ています。
丸くて黒い目と赤い口、とってもシンプルなお顔ですが、なんとも気になって仕方がありません。
7.ノンタン　はみがきはーみー
「ノンタンがイイイのいーして、はみがきはーみー、しゅこしゅこしゅっしゅっ。」
うさぎさん、たぬきさん、ぶたさん、くまさん、みんないっしょに、はみがきはーみー。みんなのは、ぴっかぴっか。
40年以上続くベストセラー「ノンタン」シリーズのはみがきはーみーは、歯磨きが苦手な子どもたちにも歯磨きが楽しいと思えるような絵本になっています。
「はみがきはーみー、しゅこしゅこしゅっしゅっ」というリズミカルな歌にお子さんも楽しくなってしまうでしょう。
ノンタンと一緒に歯磨きをすることでぜひ楽しい歯磨きタイムにしましょう。

8.もうねんね
ねむたいよう、ワン。いぬもねんね。ねむたいよう、ニャーン。ねこもねんね。めんどりもひよこも...そして「もうねんね　モモちゃんもねんね　おめめがねむたいよう。」
ねむそうなお顔が愛らしくて、読むこちらもついついつられてあくびがでそう。
松谷みよ子さんの「おめめつぶって　くうくう　ねんね」「おめめつぶって　とろとろ　ねんね」繰り返しのリズムに揺られている気分になります。
「いないいないばあ」と同じコンビ、松谷みよ子さんが文を書き、瀬川康男さんが絵を描いています。
「いないいないばあ」で動物たちがばっちりおめめで「ばあ！」をしていたのとは対照的に、本書では誰もおめめをあけていません。ねむくてねむくてもうおめめが閉じてしまったお顔ばかり。
最後は「みんなねんね　おやすみなさい。」...お布団で読んであげたい絵本です。
9.ママだいすき
大きなからだ、色鮮やかな美しい姿、かっこいいしぐさに、優しい眼差し......。
みんなが憧れるママはどんなママなのでしょう。
ママのおちちをチュウチュウしている、こぶたたち。
ペロペロなめられるのが嬉しそうな、こねこたち。
大きな顔したかばのママと、にらめっこ。
お話もにょもにょしているのは....うさぎの親子。
小さな子どもたち、みんなとっても嬉しそう。
わたしとおんなじ気持ちなのかな。
次々に登場するのは、優しくも印象的な色合いで描かれた動物の親子たち。その素朴で柔らかな表情から、それぞれの「ママと子どもたちの幸せな瞬間」の空気が伝わってきます。
そして、添えられているのは、まどみちおさんの一言。
「あ、ママだ」「おにょむにょ」「だっこ　だいすき」
短くもいとおしい言葉たちは、読めば不思議とその瞬間をとてもリアルで身近なものにしてくれるのです。
大好きなママの声を通して、その愛情を子どもの心にたっぷり届けてあげてくださいね。
10.くまさんくまさん何見てるの
画面いっぱいに描かれているのは、くまさん。
そのくまさんに問いかけます。
「くまさん　くまさん　ちゃいろいくまさん　なに　みてるの？」
なんて答えるのかな。
くまさんの視線のその先にいるのは.....赤いとり。
つばさを大きく広げたそのとりに、やっぱり聞いてみます。
「なに　みてるの？」
とりさんの視線のその先にいるのは......黄色いあひる。
あひるさんが見ているのは青いうま、うまさんが見ているのは緑色のかえる、かえるさんが見ているのは紫色のねこ。
こんな風に、ページをめくるたびに違う色をした動物たちが、見開きいっぱいに一匹ずつ登場します。
その美しく鮮やかな色が画面いっぱいに広がり、子どもたちの目に飛び込んできます。
なんてキレイなのでしょう。
うっとり眺めていると、最後に登場するのはみんなの大好きな....？
絵本のつくりとしてもわかりやすい、繰り返しの問いかけの形になっており、小さな子どもたちにも、そのリズムの楽しさが伝わります。
さらに、動物の名前、形、色を認識しながらそれらが次々につながっていく面白さもあります。
エリック・カールの色彩感覚を存分に体感できる、子どもにも大人にも気持ちのいい1冊です。
まとめ

いかがだったでしょうか。
1才児は、歩くことができたり、食べることができたり、世界がとても広く見ることができる時期です。新しい刺激に敏感で、色んなものを吸収することができます。
色彩鮮やかなものやリズミカルなセリフが多いと、より絵本を楽しむことができますよね。
お子さんだけでなくママパパも一緒に楽しめる絵本を選んでみましょう。




ここで改行し、次の一文と繋げた方が読みやすさとつながりを感じられるかと思います。





「出ています」とは誤字かと思いますので修正をお願いいたします





3行にわたって「〜ます、です」が続いているので語尾を変更するか、体言止めなどを活用しましょう。





こちらも前文と同様に「〜でしょう」と続いているため、語尾の変更をお願いいたします。





誰と？と疑問が出てしまうので「親子の〜」と付け加えていただくと読みやすくなるかと思います。





です、ますが続いているので、こちらは２文ではなく繋げてもよさそうです。





ーーーーーーーーーー


そして、言葉を覚えるだけでなく、想像力・表現力・想像力をはぐくみ、さらに慣性や学ぶ力の基礎を養う重要な役割となるため、絵本の読み聞かせを通して、ママやパパと子供との触れ合いの時間を作ることは、子供の情緒の安定や信頼関係を築く上でとても重要です。





１才児と一才児が混在しているようですので、統一をお願いいたします。





こちらも漢数字になっているので統一をお願いいたします。





ぜひ〜にしてください。





まとめのコメントうが素晴らしいです。


親子で寄り添える文章になっていると思います。









